
講演2　B：322教室

日本公益学会　第 11 回全国大会　プログラム　11（土）／ 12（日）
2010．9．11（土） 成城大学3号館

中村妙子（ヒューマンリソシア㈱） EPA事前研修事業における問題点と課題 吉井　健（㈱ディノス） アートの公益性に関する一考察
商店街関係者 成城商店街の歴史＝各店の紹介＝ 北山研二（成城大学） アートに公益性があるのか
福島宏希 環境問題への取り組みを変える新たな市民社会のあり方

座長：大平浩二（明治学院大学）
大平浩二（明治学院大学）、菊澤研宗（慶應義塾大学） 
三戸　浩（横浜国立大学） 
 

「ステークホルダーとしての「公」、開かれた社会とは何か」
～企業経営と公益を経営哲学から考える～ 
功利主義的CSR VS 人間主義的CSR ～ドラッカーとカント～

吉田　裕（早稲田大学） アートに公益性があるのか（続）

○国際公益／○公益と地域 ○公益と芸術
A：321教室 B：322教室論題 論題

座長：福島政裕（東海大学） 座長／コーディネータ：北山研二（成城大学）

昼食・理事会　1階特設ホール　ほか
※この他にD：312教室では大学院生セッションもございます。

経営哲学学会／前会長・現会長を迎えた共催記念セッション　パネルディスカッション1　E：003教室

12：00～13：00

休憩・ティーブレイク15：00～15：10

懇親会　1階特設ホール
大会校　ご挨拶／油井雄二（成城大学・学長） 

（注）設営時間、移動時間等を各時間帯に含むものとします。

（注）設営時間、移動時間等を各時間帯に含むものとします。

18：00～20：00

17：15～17：55

13：00～15：00

○公益と経営哲学　　

○講演1　C：311教室 ○総会　Ｅ：003教室

消費生協から社会的生協へ 
～「生活の協同」を実現する経営哲学とその実践～ 

パネルディスカッション2　E：003教室

15：10～17：10

○公益と経営哲学　　

10：30～11：00
11：00～11：30
11：30～12：00

9：50～10：00

研究報告1・2

開　会　ご挨拶／山本　啓（日本公益学会・会長）

日本公益学会第11回全国大会　時間割

2010．9．12（日）

春木良且（フェリス女学院大学） 欠陥のある情報とその修正
菅るみこ（京都大学・院） ヒューマンサービスとしての医療の質‐第三者評価制度の比較から
吉田潔（㈱地域マーケティング研究所） マーケティング発想に基づいた地域マネジメントの現場から

中村文子（東北大学） トラフィッキングをめぐる地域的ガヴァナンスの可能性
高江洲睦子（早大・院） EUの通商政策と公益

座長：大森真紀（早稲田大学）
加藤寛昭（食と農研究所・代表、中小企業診断士）
鮫島正英（TAMA協会、中小企業診断士）
臼井真実（ブランドコンサルタント）
斎藤保男（東京工芸大学）

地域活性化への取り組みと公益 
～農商工連携による取り組み事例を手がかりとして～
 

研究報告　○国際公益
A：321教室 B：322教室論題 論題

座長：安田尚道（常磐大学） 座長：白鳥　浩（法政大学）

昼食　1階特設ホール

パネルディスカッション3　E：003教室

12：00～13：00

閉　会　ご挨拶　境　新一（成城大学・大会実行委員長）16：00

13：00～
15：00

14：00～
15：00

15：00～
16：00

○公益と連携 ○公益と医療

10：30～11：00
11：00～11：30
11：30～12：00

座長：小松隆二（慶應義塾大学・名誉教授）／コーディネータ：志波早苗（パルシステム生活協同組合連合会）
唐笠一雄（パルシステム生活協同組合連合会）
村上扶實子（生活サポート生活協同組合）
橋本吉広（NPO法人地域と協同の研究センター）
世良耕一（東京電機大学）
石井芳明（経済産業省）

笹本昭一（成城商店街振興組合・理事長）
　成城商店街の歴史と地域性

○公益と情報／○公益と医療経営／○公益と連携

司会：大島美恵子（東北公益文科大学・名誉教授）
＜基調講演＞
高橋清久（㈶精神・神経科学振興財団理事長、国立精神・神経センター名誉総長）
＜関連発言および質疑＞
玉井洋一（たまいこころクリニック、北里大学名誉教授）
＜当時者からの発言＞
高原芳介

精神障害と誤解・偏見

精神障害への偏見の是正に向けて 
　－エートスからエシックスへ

◎第１日目　9月11日（土）
◎開　会　ご挨拶／山本　啓（日本公益学会・会長）

A：321教室　座長：福島政裕（東海大学） 
○公益と地域
「EPA事前研修事業における問題点と課題」
報告者：中村妙子（ヒューマンリソシア㈱）
「成城商店街の歴史＝各店の紹介＝」
報告者：商店街関係者
「環境問題への取り組みを変える新たな市民社会のあり方」
講話者：福島宏希
B：322教室　座長／コーディネータ：北山研二（成城大学） 
○公益と芸術
「アートの公益性に関する一考察　－フランス美術館連合の取組みを通して－」
報告者：吉井　健（株式会社　ディノス）
「芸術に公益があるのか」
報告者：北山研二（成城大学）、吉田　裕（早稲田大学）
D：321教室　座長：和田明子（東北公益文科大学）
○大学院生セッション

☆共通テーマ　公益と経営哲学　
E：003教室
○パネルディスカッション1　経営哲学学会／前会長・現会長を迎えた共催記念セッション　座長：大平浩二（明治学院大学）
「ステークホルダーとしての「公」、開かれた社会とは何か」～企業経営と公益を経営哲学から考える～
功利主義的CSR　VS　人間主義的CSR ～ドラッカーとカント～
パネリスト：大平浩二（明治学院大学）、菊澤研宗（慶應義塾大学）、三戸　浩（横浜国立大学）、
ゲスト：堀　芳郎（成城　風月堂）
○パネルディスカッション2　座長：小松隆二（慶應義塾大学・名誉教授）／コーディネータ：志波早苗（パルシステム生活協同組合連合会）
「消費生協から社会的生協へ～「生活の協同」を実現する経営哲学とその実践～」
パネリスト：唐笠一雄（パルシステム生活協同組合連合会）、村上扶實子（生活サポート生活協同組合）、橋本吉広
（NPO法人地域と協同の研究センター）、世良耕一（東京電機大学）、石井芳明（経済産業省）

○特別講演　Ｃ：311 教室 「成城商店街の歴史と地域性」笹本昭一（成城商店街振興組合・理事長）
◎総　会　Ｅ：003 教室
◎懇親会　３号館１階・特設ホール 開宴　～余興がございます～

◎第２日目　9月12日（日）
A：321教室　座長：安田尚道（常磐大学）
○公益と情報
「欠陥のある情報とその修正－ソーシャルメディア上の情報の伝播を例に－」
報告者：春木良且（フェリス女学院大学）
○公益と医療経営
「ヒューマンサービスとしての医療の質‐第三者評価制度の比較から」
報告者：菅るみこ（株式会社 PPJ、京都大学大学院）
○公益と連携
「マーケティング発想に基づいた地域マネジメントの現場から」
報告者：吉田　潔（株式会社　地域マーケティング研究所）
B：322教室　座長：白鳥　浩（法政大学）
○国際公益
「トラフィッキングをめぐる地域的ガヴァナンスの可能性」
報告者：中村文子（東北大学）
「EUの通商政策と公益」
報告者：高江洲睦子（早大・院） 
E：003教室　座長：大森真紀（早稲田大学） 
○パネルディスカッション3：公益と連携
「地域活性化への取り組みと公益－農商工連携による取り組み事例を手がかりとして－」
パネリスト：加藤寛昭（食と農研究所・代表、中小企業診断士）、鮫島正英（TAMA協会、中小企業診断士）、
臼井真実（ブランドコンサルタント）、斎藤保男（東京工芸大学）
B：322教室　司会：大島美恵子（東北公益文科大学・名誉教授） 
○講演2：公益と医療
「精神障害と誤解・偏見」
講演者：高橋清久（㈶精神・神経科学振興財団、国立精神・神経センター名誉総長）
＜関連発言および質疑＞
「精神障害への偏見の是正に向けて －エートスからエシックスへ」
玉井洋一（たまいこころクリニック、北里大学名誉教授）
＜当時者からの発言＞
高原芳介

◎閉　会　ご挨拶／境　新一（成城大学・大会実行委員長）


